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2026 年度 AWS-CWI 資 格 試 験 お よ び 

試 験 対 策 講 習 会 の ご 案 内 
 
 
 

AWS-CWI は米国溶接学会( AWS)が認証している溶接検査技術者 
( Certified Welding Inspector)の資格です｡ 

 
 

日本溶接技術センターはアメリカ溶接協会に認定された「CWI」 
受験対策講習会と資格試験を開催できる日本で唯一の機関である 
AWS-CWI International Agent です。 

 
 
試験問題には日本語訳が併記されています｡(Part-C は AWS D1.1) 

 
 
Part-C 規格書 AWS D1.1 M:2025(Structural Welding Code-Steel)の 

CODE CLINIC STUDY GUIDE が発売されました。 
各章の説明と問題集が含まれています。 

 

 

 

☆ 資 格 取 得 の 意 義 
 
 

アメリカのみならず、海外の政府や企業が関係する溶接絡みの工事や製造の受注においては､

AWS-CWI 資格者による溶接品質の確認が必須条件と明記されるケースが多く見受けられます｡ 

また､溶接構造物の PL(製造物責任)や QA(品質保証)の重要性に関する認識が今後、更に高まる 

中で､AWS-CWI 資格者による検査を必要とする工事や製造が増加しています。 

従来、AWS-CWI 資格者による検査が要求されていない案件や溶接と関係がない、例えば半導体 

装置メーカーや航空機関係の日本の製造会社においても、突然納入先から｢製品検査や 品質管理

は AWS-CWI 資格者が実施すること｣ と要求されるケースが近年頻発しています。寝耳ぬ水のこと

で、AWS-CWI とは何か？ 対応策などに関してのお問合せが急増しています。 

仕様書に「溶接行程における品詞管理は AWS-CWI の資格者が実施する」と明記することで客先に

対して信頼感を与えるという「アドバンテージ」があります｡ 加えて､外国人エンジニアと協同作

業を行うケースでは相互の理解と円滑な業務の推進において AWS-CWI が共通言語・共有技術と 

して有効であると捉えられています。 
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☆ 資 格 取 得 の 価値 
 
 

 AWS-CWI 資格者の価値は業務遂行にとって不可欠な資格であると共に、資格者本人の国際的な 

キャリアとしてグローバルで高く評価されています。 

近年, 中国､インド, 韓国および東南アジア市場が成長する中､溶接構造物の品質管理に対す

る要求も年々厳しくなり､アジア域内で共通に適用できる品質管理の手段として AWS-CWI の

資格制度が高く評価されています｡ AWS-CWI 資格者は溶接の品質管理業務に必要な知識と技量

を修得し､溶接施工法の検証や溶接技能者の技量認証等の実務にもよく精通していると評価され

ています｡ これらは実作業に即した品質管理を行う上で, AWS-CWI 資格者が欠かせないことを

物語っています｡ アジア関連の工事や製造の受注においても, AWS-CWI 資格者による溶接品質

の確認の重要性は増し, 今後も資格者確保の要求は､ 益々増えていくものと予想されます｡ 

日本企業の案件であっても、仕様書に「JIS もしくは同等の資格」書かれていると、現地

ではより汎用性のある AWS を選択するケースが目立っています。 

 

 

☆ 日本における AWS-CWI の沿革 
 
 

AWS-CWI 資格取得の便宜を図るため､ 松尾橋梁( 株)､ 千代田化工建設( 株),(旧)日本鋼管( 株)等  

各社のご協力の下に､ 約 30 年前から AWS 主催の資格試験が日本国内で実施されました。        

1992 年度以降は( 一財) 日本溶接技術センターが AWS との窓口を引き受け､契約書を交わして 

正式な「CWI International Agent 」としてロゴの使用も認められています。 

契約書に基づく正式な事前の試験対策講習会の開催と AWS-CWI 資格試験を代行しています｡  

講習会では効率的に専門英語､頻出の規格をおさえ､新規･再認証受験者の合格をサポートを通しま

して、皆様のさらなるご活躍の一助としていただけたらと存じます｡ 

 AWS からは受験書類提出に際に International Agent 主催の受験講習会への参加有無の 

確認があり、受験者に不利益が発生しないように気を付けています。 
 
 

☆ 資 格 取 得 方 法 
注: 詳細は AWS の Web site( ht tp: // w w w.a ws . org /c e rt if ic a t i on を 参 照) 

 

1 ) 受験資格 

各種規格､基準に従って製作される溶接構造物について直接的な関係を有する設計､計画､調達､ 

製作､建設､補修などの実務経験について次のいずれかの条件が必要です｡ 

① 高等学校卒業者は､ 5 年以上の実務経験を有すること｡ 

②  大学(高専を含む)以上の卒業者は､ 3 年以上の実務経験を有すること｡  

申請書類として大学または高校の英文卒業証明書が必要となります。 
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2 ) 試験科目 

3 科目( Part A, Part B, Part C) の全ての試験で合格基準点に達した方に対し､ 得点によ

って CWI( 検査技術者) ないしは CAWI( Certified Associate Welding Inspector:検査技術

者補※ CWI の準資格) の認証が授与されます｡ 
 

項目 
内容 

※5 問択一式 

 

問題の
総数 

CWI の 

合格基準 
(≧72%) 

CAWI 

合格基準 
(≧60%) 

Part A 
(基礎試験) 

溶接および非破壊試験の基礎､安全､溶接 

検査技術者の義務､溶接欠陥､溶接記号､継手

の機械的性質､簡単な継手強度計算など 

(Prometric 社において CBT)  

150 ≧108 ≧90 

Part B 
(検査実技 

試験) 

溶接施工法承認試験､溶接士の技量認定､ 

継手に対する各種試験方法､設計図面/仕様書

への対応､溶接検査､非破壊試験の手法(模擬
試験体による実施試験)など 

(当センターにおいて学科と実技試験)   

46 ≧33 ≧28 

Part C 
(Open Code 
Book 試験) 

AWS   D1.1(米国規格/Structural   Welding 

Code-Steel), API1104(Pipe Welding)規格

の中から一つ事前に選定した規格の内容｡ 
※規格原本の持ち込み可 

(Prometric 社において CBT) 

50 ≧36 ≧30 

           (CBT: Computer Based Test) 

 

3 ) 再試験 

試験において､ 72% 未満の科目があった場合､ 3 科目の平均点が 72% 以上であれば不合格の科

目だけ再試験を受けることが出来ます｡ 再試験は 1 年以内に 3 回受けられます｡最初の再試験に

は追加訓練は必要ありませんが､ 2 回目の再試験は試験前に 40 時間の追加訓練と証明書、3 回

目の再試験には試験前に 80 時間の追加訓練と証明書が必要です｡ 

 

4 ) 更新 

CWI : 3 年目ごとに更新申請書類を提出し、更新手数料を AWS に納めることにより更新されま

す｡ 9 年目の第 3 回更新時には PartB 試験のみを受験し、合格点に達した受験者の方が

CWI の資格更新されることになります｡ 

CAWI :  3 年間だけ有効で 3 年目に入ると認証が失効するので､ 改めて 3 科目を受験し直す必要

があります｡ 

 

5 ) 試験会場 

Part B： 一般財団法人日本溶接技術センターにおいて学科と実技試験。 

Part A と Part C：Prometric 社において CBT (Computer Based Test) 
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☆ 講 習 会・試験 の ご 案 内 

1) 日時･ 費用 
 

名称 定 員 
   

期 日 参 加 費 用 (1 人あたり・税込) 

講 習 会 新 規 20 数名 1 回目：6/15(月) ～ 20(土) 
2 回目：11/9(月) ～ 14(土) 

209,000 円 

9 年目更新 20 数名 1 回目：6/19(金) ～ 20(土) 
2 回目：11/13(金) ～ 14(土) 

77,000 円 (PartB のみ実施) 

 

 
試 験 

 

 
30 数名 

 
3 月 28 日(土) JP70726 
6 月 27 日(土) JP70826 
9 月 11 日(金) JP70926 
12 月 4 日(金) JP71026 

 

254,100 円(新規) 

235,400 円(9 年目更新) 
154,000 円(3/6 年目更新) 

106,700 円 / 1 科目(再受験) 
167,200 円 / 2 科目(再受験) 

235,400 円 / 3 科目(再受験) 

 

※講習会の詳しいカリキュラムにつきましては､次ページをご確認ください｡ 

※ 規格( AWS D1.1/D1.1M:2025 か API1104 のいづれか) をご用意ください｡ 

※ 新規講習受講者には､ AWS 推奨のテキスト(3 冊/Part-A,Part-B)は無償で配布されます。 

※再受験者で、当センターの AWS-CWI の講習会に参加されたことのある方は、対象の講習会

に 1 回のみ無料で参加できますが、テキストの配布はありません｡ 

PartB を受験される、再試験者、 9 年目更新受験者は、テキスト(Book of Specification)を使

用します。9 年目更新講習会受講者には無償で配布いたします。 

※規格、テキストは AWS ホームページから直接ご購入いただけます。センターでもお取り扱いを

しております。 

2 )申込方法 

 別紙 AWS-CWI 試験・講習会申込み用紙(国内登録用)に必要事項をご記入の上、  メール

(aws-cwi@jwsc.or.jp)でお申込み下さい。講習会は随時受付していますが、試験申込みは原
則として受験日の 1.5 ヶ月前を申込受付の期限といたします｡ 

 お申込み受付(国内登録)後に､受験申請書等の試験関連書類､講習会用のテキスト類を送付致しま

す｡申請書類やテキスト類を早期にご希望される方はお早めにお申込みをお願い致します。 

3 )注意事項 

試験及び講習会では､ 規格書( AWS D1.1/D1.1M:2025 か API1104)を使用します。 新規受講者向

けの配布テキストには含まれておりませんので､別途ご購入下さい｡ 

 ご不明な点がございましたら､下記弊センター担当者までお問い合わせください｡ 

 
連絡先 : 一般財団法人日 本 溶 接 技 術 センター 

電話：044 - 222 - 4102 ( 代 ) 

メール：aws-cwi@jwsc.or.jp 

担当者：阿南、丹羽、藤森、周  

 

mailto:aws-cwi@jwsc.or.jp
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4 )講習会カリキュラム  
 

 

 
 

 

 

 
午前 

 
 

昼食 
休憩 午後 

１日目  

9:00 - 10:00 
Part A 

Chapter 11 

（阿南） 

10:00 - 11:00 
Part A 

Chapter 1 

（及川） 

11:00 - 12:00 
Part A 

Chapter 2 

（及川） 

12:00 

- 

13:00 

13:00 - 14:30 
Part A 

Chapter 6 

（谷中） 

14:30 - 16:30 
Part A 

Chapter10 

（谷中） 

16:30 - 17:10 
Part A 

Chapter 7 

（及川） 

17:10 - 18:30 
Part A 

Chapter 9 

（及川） 

２日目  

9:00 - 12:00 
Part A 

Chapter 3＆4 

（浅井） 

12:00 

- 

13:00 

13:00 – 15:30 
Part A 

Chapter 5 

（及川） 

15:30 - 18:20 
Part A 

総合模擬試験＆解説 

（及川） 

３日目  

9:00 - 12:30 
Part C の解説及び演習 

12:30 

- 

13:20 

13:20 - 16:40  
Part C の解説及び演習 

AWS D1.1 

Chapter 1～2 

(山本) 

 

 

 

 

 

AWS D1.1 

Chapter 2～3 

(山本) 

 

  

 
４日目  

        9:00 - 12:30 
       Part C の解説＆演習 

12:30 
- 

13:20 

 13:20 - 16:40  
 Part C の解説及び演習 

AWS D1.1 

Chapter 4～6 

(山本) 

 

  
 

AWS D1.1 

Chapter 7～8 

 (山本) 

 

  

 ５日目  

9:00 - 9:30 

試験の説明 

(阿南・藤森) 

9:30 - 12:30 

PartB 目視検査・寸法計
測の基礎 

(大北) 

12:30 
- 

13:20 

 
13:20 - 16:40 

 
Part B 目視検査・寸法計測の基礎 

(Part B テキスト) 

（大北） 

６日目 

9:00 - 12:00 
   Part B 試験課題の解説 

   (欠陥寸法等の測定実習を含む) 

（大北・谷中） 

12:00 

- 
12:50 

12:50 - 16:40 
   Part B 試験課題の解説＆模試 
   (欠陥寸法等の測定実習を含む) 

（大北・谷中） 
注1） Part A 試験対策には、AWS テキスト(Welding Inspection Technology Chapter 1～11)、 

問題集(Welding Inspection Technology Workbook)、及び模擬試験問題を使用します。 

テキスト、問題集、模擬試験問題は受講費用に含まれます。 

注2） Part B 試験対策には、AWS 公認の欠陥試験体及び写真パネル/AWS テキスト(BOOK OF SPECIFICATIONS)、 

計測器具及び模擬試験問題を使用します。テキスト、模擬試験問題は受講費用に含まれます。 

注3） Part C 試験対策には、AWS D1.1M 資格(2025 年版)、もしくは API1104 規格、スライド資料、及び模擬試験 

問題を使用します。規格はコピーではなく原版をご持参下さい。試験時持ち込んで使用します。 
尚、試験前の書込み、タグ付けは認められています。但し、試験中の書込みやタグ付けは認められません。 

規格類は日本溶接技術センターを通して購入できます。 

注4） 1～2 日目は Part A、3～4 日目は Part C、5～6 日目は Part B の講習となります。 
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5)講習会使用演習問題例 
 
① What discontinuity is generally considered to be the most severe? 
    どんな不連続が、一般に最も厳しいと考えられますか？ 

 
a. porosity   ポロシティ 
b. incomplete fusion   融合不良 

c. slag inclusion   スラグ巻込み 
d. crack   割れ 
 
 

 
② What weld discontinuity results when the welder travels too slowly ,causing excess weld metal to flow out 
of the joint and lay on the base metal surface without fusing? 

   溶接速度が非常に遅いときに過剰の溶接金属が表面開先から溢れて流れ出し母材と溶け合わないで生じる溶接不連続は
どれですか？ 
 
a. undercut   アンダーカット 

b. underfill   溶着量不足 
c. overlap   オーバーラップ 
d. incomplete fusion   融合不良 

 
 
 
③ what weld discontinuity shows up as a light region on a radiograph? 

    どんな溶接不連続がレントゲン写真の上の明るい領域として現れますか？ 
 
a. porosity   ポロシティ 

b. tungsten inclusion   タングステン巻き込み 
c. slag inclusion   スラグ巻込み 
d. a and b above   上記 a と b 
 

 
 
④ A shielding gas flow rate is 7.5 liters per minute. What is the flow rate in cubic feet per hour?  
  シールドガス流量は、7.5 リットル／毎分（l/min）です。これは何立法フィート/時間（feet3/hrs）ですか？ 

 
a. 15.9 
b. 3.54 

c. 159  
d. 35.4 
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Questions refer to the Butt Joint weld sample.   
 突合せ溶接サンプルに関する問題 
※プラスチック製のサンプルと、計測用の器具が貸与され、規格を使って判断します。  
 
⑤ Is the depth of the undercut on this weld sample acceptable if the weld axis is parallel to the primary 

stress? 
  溶接線が主応力に平行な場合に、この溶接サンプルのアンダーカットの深さは許容できますか？ 
   
a. yes   はい 

b. no   いいえ 
c. no acceptance criteria provided   許容基準はない 
d. not enough information provided   十分な情報がない 

 
 
 
⑥ Is the amount of weld reinforcement on this sample 

acceptable?  
  このサンプルの余盛り量は許容されますか？ 
 

a. yes   はい 
b. no   いいえ 
c. no acceptance criteria provided   許容基準はない 
d. not enough information provided   十分な情報がない 

 
 
 

Questions refer to the  T-Joint sample T 継ぎ手サンプルに関する問題 
 
 
⑦  The discontinuity occurring in the region of the fillet weld from 0 to Al is properly referred to as:  

 すみ肉溶接の 0～A1 の領域において発生している欠陥（ポロシティがいくつか集まっている状態）は正確には次の何と
呼ばれますか？ 
 

a. root porosity   ルートポロシティ 
b. linear porosity   内部ポロシティ 
c. cluster porosity   クラスターポロシティ 
d. aligned porosity   列状ポロシティ（アラインドポロシティ） 

 
 
⑧ Is the porosity at location A2 acceptable? 

  位置 A2 のポロシティは許容できますか？ 
 
a. yes   はい 
b. no   いいえ 

c. cannot be determined   決定することができない 
d. no acceptance criteria given   許容基準がない 
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